


 

昨年は、観測史上最高の世界年平均気温を記録しました。今、世界は、気候変動、

生物多様性の損失、汚染という三つの危機に直面するとともに、国際的にはロシア

のウクライナ侵略、イスラエルの軍事行動など、地政学等に大きな転機を迎えてい

ます。さらに、我が国は、世界に先駆けて人口が減少し、高齢化が進んでいること

に加え、社会生活の維持に必要なエネルギー・資源・食料等を海外に依存していま

す。その依存度を下げ、環境の危機に対応することは、我が国の安全保障を考える

上でも重要な課題です。 

気候変動の要因である地球温暖化の進行を防ぐため、2015（平成 27）年に開催さ

れた、第 21 回気候変動枠組条約締約国会議(COP21)において、法的拘束力のある国

際的な合意文書となる「パリ協定」が採択され、「世界的な平均気温上昇を産業革

命以前に比べて 2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求する」

という目標のもと、全参加国が地球環境の保全に関し、責任を持って行動を継続し

ていく枠組みが維持されています。 

そのような中、牛久市は、2013(平成 25)年 6 月に国内初の「バイオマス産業都

市」の認定を受け、「自然にやさしく災害に強いまちづくり」を目指し、バイオマ

スの利活用などを通じて地域循環型社会の構築と地球温暖化防止に取り組んでお

り、2020(令和 2)年 7 月には 2050 年までに温室効果ガスである二酸化炭素の実質

排出量をゼロにする「ゼロカーボンシティ」を表明したところであります。 

いまや環境問題の解決なくして経済・社会の発展はなしえないともいわれており、

本市の特性である豊かな自然を未来にわたって保全していくことは、自分たちの暮

らすまちをより良くしていくうえで欠かせません。 

本報告書が、市内で生活や社会活動を行うすべての方々が本市の環境に関する現

状について理解を深め、協力し合って取り組みを進めていく気運を高める一助とな

れば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月 

                            

牛久市長 沼田 和利 
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１ 位置及び地勢 

 牛久市は茨城県の南部、首都中央部から北東約 50kmで東経 140°09’、北緯 35°

58’に位置しており、県庁所在地の水戸市へは北へ約 50km、土浦市やつくば市の中

心部へは約 15kmの位置にあります。JR常磐線をはじめ圏央道、国道 6号、国道 408

号などにより、広域交通利便性が高く、北側で土浦市・阿見町、東側で稲敷市、南

側で龍ケ崎市、西側でつくば市とそれぞれ隣接しています。 

市域は面積 58.92km2で、東西に約 14.5km、南北に約 10.7kmの広がりを有してい

ます。 

 市の中央部を流れる小野川周辺及び南西側の牛久沼周辺は沖積層の低地部とな

っており、その他の地域は関東ローム層の筑波・稲敷台地部によって構成され、平

均海抜は概ね 20m前後です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 牛久市の概況 

【市の地形】 

・広狭･･･東西：14.509km 南北：10.663km 

・面積：58.92km2 

・海抜･･･最低：4.4m 最高：30.1m 

・周囲･･･約 54km 

・市役所の位置･･･東経 140°08’59”  北緯 35°58’46” 
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２ 気候 

 牛久市には気象観測所がないため、水戸地方気象台つくば観測所における計測値

を参考にみますと、過去 5年間の年平均気温は 15.2℃、年降水量は 1,374.3㎜と

なっており、概して気候は温暖であり、四季を通して恵まれた環境にあるといえ

ます。 

 令和 5年の平均気温は、16.1℃、降水量は 1,274.5mmでした。令和 4年と比較す

ると平均気温は 1.3℃上がり、年降水量は 42.5mm減少しました。 

 平均気温及び降水量の推移については下表の通りです。 
 

区分 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和 5年 

年平均気温（℃） 15.0 15.1 15.0 14.8 16.1 

年降水量（mm） 1,420.5 1,336.0 1,523.5 1,317.0 1,274.5 

（出典：水戸地方気象台つくば（館野）観測所） 

  

 

３ 人口 

 令和 5年 10月 1日現在の常住人口は 83,831人、世帯数は 36,331世帯であり、令

和 4年と比較すると人口数は微減、世帯数は微増となっています。 

 人口、世帯数の推移は下表の通りです。 
 

区分 令和元年 令和 2年 令和 3年 令和 4年 令和 5年 

人口（人） 84,637 84,675 84,298 84,057 83,831 

世帯数（世帯） 34,653 35,082 35,529 35,903 36,331 

（出典：茨城県常住人口調査 各年 10月 1日現在） 
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１ 牛久市の環境を守り育てる条例 
 

 本条例は、すべての市民が環境を構成する生態系の一員であることを認識し、持

続的発展が可能な社会を構築して将来の世代へ継承していくために協働すること

を目的に平成 15年 3月に制定された条例です。 

 この条例の目的は、環境の保全及び創出について基本理念を定め、牛久市、市民

及び事業者の責務を明らかにするとともに、環境の保全及び創出に関する施策の基

本となる事項を定め、その施策を総合的かつ計画的に推進することによって、市民

の現在及び将来における恵み豊かな環境並びに健康で文化的な生活の確保に寄与

することとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   環境に関連する主な市の条例 

   牛 久 市 環 境 基 本 計 画 ２ 

○条例に規定されている「基本理念」 

 

１ 環境の保全及び創出は、市民が安全で健康かつ文化的な生活を営むうえで欠くこと

のできない健全で豊かな環境の恵みを等しく享受し、将来の世代に継承されるよう

適切に行われなければならない。 

 

２ 環境の保全及び創出は、多様な自然環境に恵まれた本市の特性を生かし、人と自然

との共生を確保し、すべての者が公平な役割分担の下で環境への負荷の少ない持続

的発展が可能な循環型社会を構築するため、自主的かつ積極的に取り組むことによ

って行われなければならない。 

 

３ 地球環境の保全は、人類共通の課題であり、市民の健康で安全かつ文化的な生活を

将来にわたって確保するうえで極めて重要であるため、すべての事業活動及び日常

生活において推進されなければならない。 
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２ 牛久市第４期環境基本計画及び環境報告書の位置付けと基本的な考え方 
 

 牛久市第４期環境基本計画は、前項の「牛久市の環境を守り育てる条例」で定め

られた３つの基本理念のもと、本市が定めるすべての計画の基本となる「牛久市総

合計画」が環境分野において目指すまちの将来像を実現するために策定されました。 

この牛久市第４期環境基本計画では、上位計画である牛久市第４次総合計画が環

境分野において目指すまちの将来像「豊かな自然を守り育てる優しさのあるまち」

を実現するべく、前計画である牛久市第３期環境基本計画において達成できなかっ

た目標及び、達成できているが継続して管理すべきとした目標に加え、環境に関し

本市が抱えている新たな課題の解決に向けた目標についても設定し、具体的な取り

組みを示しています。 

また、牛久市第４期環境基本計画で定めた市の施策の進行状況をまとめた年次報

告書として、毎年環境報告書を作成しています。 

 

 

 

 

 

 

牛久市第４期環境基本計画 【2022（令和 4）年度～2026（令和 8）年度】 

（環境に配慮した施策・事業の実施） 

 

環境報告書 

（施策の進捗を把握） 

 

牛久市第４次総合計画 【2021（令和 3）年度～2040（令和 22）年度】 

（豊かな自然を守り育てる優しさのあるまち） 



基本目標 目標とする指標
計画策定時

2020(令和2)年度
実績値

2023(令和5)年度
目標値

2026(令和8)年度
達成
状況

目標を達成できていない指標については計画年度と比較した傾向（トレンド）を矢印で表記しています。

計画年度より改善は　　　　、同値は　　　　、悪化は　　　　となります。

○

第4期環境基本計画指標と達成状況（目標とする指標）

追加被ばく線量 年間1mSv以下 1mSv以下 年間1mSv以下を維持する

○

環境基準達成

霞ヶ浦に係る湖沼保全計画の水質目標達
成（全水域平均のCOD）

7.3mg/L
(2020年度）

7.8mg/L

75.5% 77.0%

５．笑顔あふれる安全で快適
に暮らせるまち

市内河川のBOD75％値の環境基準達成
（小野川）

1.7mg/L
(2020年度）

3.2mg/L 環境基準達成

環境基準達成

騒音・振動・悪臭に関する相談件数 26件／年 9件／年 0件／年

狂犬病の予防注射接種率 70.3%

牛久沼水質保全計画における牛久沼湖心
のCOD75%値の水質目標達成

9.7mg/L
(2020年度）

10.0mg/L

市内河川のBOD75％値の環境基準達成
（稲荷川）

４．無駄なく資源が循環する美
しいまち

市民1人1日当たりの家庭系ごみ排出量
708.8g/人日（2018年度実

績）
659.0g/人日 687.5g/人日

資源化率（再生利用率）
19.6%

（2018年度実績）
15.6% 20.7%以上

３．ゼロカーボンシティ（脱炭素
社会）を目指すまち

市全体の温室効果ガス排出量
519,500t-co2

（2018年度実績）
556,600t-co2

（2021年度実績）
342,000t-co2

（2030年度目標値）

耕作放棄地面積 216.0ｈａ 439ｈａ 209.5ｈａ以下

市民における公共交通の満足度
29%

（2020年度）
28% 50％以上

省エネルギー化や再生可能エネルギー利
用に関する取り組みを行っている市民の割
合

2021年度より調査開始 63% 90%

１．環境への意識が高いまち

環境に配慮した取組を行っていると答えた
市民の割合

2021年度より調査開始 71.0% 100%

フクロウが繁殖活動を行っている箇所数 4箇所 4箇所 4箇所
２．生物多様性と豊かな自然を
守り育てるまち

生物多様性を保全する取り組みを行ってい
る市民の割合

2021年度より調査開始 14.8% 60%

緑地･農地の保全･指定の面積 1,126.2ha 1,119.23ha 1,131.0ha

1.1mg/L
(2020年度）

1.4mg/L 環境基準達成 ○

牛久市ボランティア･市民活動センターに登
録している環境ボランティア団体数及び登
録人数

15団体
（514人）

13団体
（482人）

15団体
（700人）

1日当たりの事業系ごみ排出量（市民1人1
日当たりの換算値）

　17.8t/日
（209.8g/人日）

（2018年度実績）

15.61t/日
（185.6g/人日）

16.2t/日
（188.8g/人日）

○

○

5



基本目標 具体的施策 具体的施策詳細 進捗管理指標
計画策定時

2020(令和2)年度
実績値

2023(令和5)年度
目標値

2026(令和8)年度
達成
状況

市内小中義務教育学校における学習プログラムを実施学校数の割合 100% 100% 100% ○
環境に関する生涯学習講座の開催回数 0回／年 0回／年 1回／年以上

環境イベント等の継続実施 うしくみらいエコフェスタ来場者数 9,138人（2019年度） 11,837人 継続実施 ○
1-② 環境保全活動の連携・活性化 活動団体への支援、ボランティア育成 環境ボランティア育成講座の開催 0回／年 0回／年 1回／年以上

1-③ 情報の発信・共有・交流
市ホームページや広報紙などを活用した、より広域を対象にした情報
発信

かっぱメールにおける環境関連配信カテゴリの登録者数 27,936人 30,700人 35,000人

市民の森の指定数 2箇所 1箇所 2箇所

みどりの保全区指定数 2箇所 2箇所 2箇所 ○
外来生物等に関する情報提供及び対策の実施 有害生物対策マニュアルの策定 未策定 未策定 策定

自然観察の森におけるイベントの開催数 27回／年 43回／年 36回／年 ○

ヘルスロード利用人数 761人
1,204人

（ヘルスロードコースマップ配布数）
1,500人

平地林や斜面林等の樹林地の保全 ボランティア活動が行われている平地林の箇所数 ４箇所 ４箇所 4箇所 ○
認定農業者数（広域認定農業者含み） 96人 105人 100人

認定新規就農者数 6人 9人 10人

農地貸付件数 560件 169件 600件

農産物オーナー数 240人 185人 250人

公園・緑地・街路樹の維持管理
街路99路線

公園・緑地251箇所
街路99路線

公園・緑地251箇所
実施 ○

調整池機能を持った公園や緑地の整備面積 19.2ha 19.2ha 20.0ha

市民全体の緑化活動への支援 公園里親活動が実施されている公園数 42箇所 41箇所 42箇所

省エネルギー講習会実施回数 0回／年 ３回／年 2回／年 ○
エネファーム設置補助件数 19件

10件
（2021年度以降の年間上限数）

継続実施 ○
いばらきエコチャレンジ参加世帯数 54世帯（2021年9月） 279世帯(2024年9月時点） 250世帯 ○
省エネルギー診断受診事業所数 0事業所／年 1事業所／年 5事業所／年

市(行政)の省エネルギー化に向けた率先行動の実施 市が行う事務事業によって排出される温室効果ガスの総排出量 20,117ｔ-CO2 21,894ｔ-CO2 16,356ｔ-CO2以下

BDF製造量 59,180L／年 37,900L／年 120,000L／年

木質ペレット製造量 91.5t／年 123.6t／年 120t／年 ○
再生可能エネルギー利用設備の普及促進 住宅用蓄電システムの補助件数 未実施 49件／年 30件／年 ○
国民運動「COOL　CHOICE（クールチョイス）」の実践 エコショップ認定店舗数 22店舗 20店舗 30店舗

コミュニティバスかっぱ号の利用人数 187,752人／年 285,922人／年 300,000人／年

うしタク利用人数 2.316人／年 9,354人／年 9,600人／年

家庭系ごみにおける生ごみの比率 39.61% 2024年度に調査実施予定 38.59%

可燃ごみにおける資源化できる紙類の混入量 1,600t／年 2024年度に調査実施予定 1,550t／年

事業系ごみ排出実態調査回数 　　　0回／年 0回／年 　　　2回／年

いばらき食べきり協力店参加店舗数 2店舗 2店舗 10店舗

地域における環境活動の支援 環境美化活動を行う個人や団体への表彰 　　　0件／年 0回／年 　　　1件／年

生ごみ処理容器･機器の購入及び修繕に関する補助件数 65基 71基 65基 ○
リサイクル回収の活動団体数 73団体 63団体 73団体

資源化率を向上させる回収方法の検討 プラスチックごみの資源化量 11ｔ 8ｔ 15ｔ

不法投棄件数 63件 278件 100件以下

環境美化活動参加者数 25,419人（2018年実績） 23,914人 27,000人

都市計画道路の整備率 74.5% 74.8% 78.0%

牛久クリーンセンターにおける排ガス規制値以下の達成 達成 達成 達成 ○
公害防止協定締結事業者に対する指導件数 10件／年 6件／年 0件／年

高度処理型合併浄化槽設置補助件数 35基／年 38基／年 40基／年

環境保全型農業を行う生産者（エコファーマー）認定数 51人 40人 61人

自動車騒音の環境基準達成（8調査地点） 未達成（3地点／8地点） 未達成（2地点／8地点） 達成

自動車騒音の要請限度達成（8調査地点） 達成 未達成（1地点／8地点） 達成

自動車振動の要請限度達成（8調査地点） 達成 達成 達成 ○
特定建設作業に対する指導件数 0件／年 0件／年 0件／年 ○
広報紙、Facebook、Twitterへの動物飼育のルールやマナーに関する記事の掲
載回数

4回／年 12回／年 継続実施 ○
去勢・不妊手術費用の助成件数 356件／年 328件／年 継続実施 ○
定点測定の実施 市内61箇所／年 市内61箇所／年 継続実施 ○
食品の放射能検査の実施 692件／年 81件／年 継続実施 ○

放射性物質による環境汚染の防止に向けた測定活動の継続実施と情
報発信

目標を達成できていない指標については計画年度と比較した傾向（トレンド）を矢印で表記しています。計画年度より改善は　　　　、同値は　　　　、悪化は　　　　となります。

第4期環境基本計画指標と達成状況（進捗管理指標）

ペットの適正飼育への支援及びルールやマナーについての啓発

5-② 誰もが暮らしやすい生活環境の確保

騒音、振動、悪臭、土壌汚染等に関する情報収集及び発生源に対する
指導の実施

5-① 安全で安心な大気及び水環境の維持

大気汚染による健康被害の防止に向けた監視･指導等の実施及び市
民への情報発信

排水対策の実施

4-② 資源循環の推進

市民、事業者及び国との連携強化

不法投棄対策の強化

５．笑顔あふれる安全で快適に暮らせる
まち

4-① ４Rの推進

家庭系ごみ減量の推進

事業系ごみの排出管理及び事業者との協働

４．無駄なく資源が循環する美しいまち

再生可能エネルギーの地産地消と利用拡大の推進

3-③ 地球にやさしいまちづくりの推進
都市機能の集約と公共交通機関の利便性向上

３．ゼロカーボンシティ（脱炭素社会）を
目指すまち

3-① 省エネルギー対策の推進
市民や事業者に対する省エネルギー意識の向上と実践行動への支援

3-② 再生可能エネルギーの利用促進

2-③ まちなかの緑の整備
既存公園や緑地の保全及び適正管理

２．生物多様性と豊かな自然を守り育て
るまち

1-① 環境教育･学習の推進
ESDを念頭に置いた、あらゆる世代への環境学習の推進

１．環境への意識が高いまち

2-② 森林・農地の保全と活用
農地の利活用に向けた情報提供や支援

2-① 生物多様性の保全

生物のすみかとなる豊かなみどりの確保

自然観察・体験の機会提供

6
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基本目標１ 環境への意識が高いまち 

 

 

 

 

◆取り組みの方向性 

持続可能なまちづくりを実現していくためには、環境について全ての人が学び、考え、身近なとこ

ろから確実に環境に配慮した行動を実践することが重要です。 

環境問題に積極的に取り組む人材育成の仕組みを構築することを目指し、その第一歩としてあらゆ

る年代の人々が環境教育・学習を気軽に受けることができるよう、体験型の環境イベントや豊かな知

識や経験を持つ人材と協働した生涯学習講座などを実施します。 

また、環境教育・学習を通じてボランティア活動に関心を持った人々が、これらの活動に関する

様々な情報を得ることができるよう「牛久市ボランティア・市民活動センター」と連携し、積極的に

情報発信を行います。 

 

◆ 目標とする指標 

 

 

「環境に配慮した取り組みを行っている市民の割合」については、市民満足度調査における令和３

年度から設定している質問項目である「生物多様性を保全する取組を行っている」、「街をきれいにす

る取組を行っている」、及び「省エネ・再エネのための取組を行っている」の３つの設問のうち、少な

くとも１つの設問に「はい」と回答した割合となっています。もう一つの指標である「牛久市ボラン

ティア・市民活動センターに登録している環境ボランティア団体数及び登録人数」は、計画策定時

（２０２０年度）の１５団体、５１４人から減少しています。今後は目標値の達成に向けて、各団体

における活動の内容等についての情報発信をすることが重要です。 

 

 

 

  

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

環境に配慮した取り組みを行って

いる市民の割合 
７１．０％ １００％ 

牛久市ボランティア・市民活動セ

ンターに登録している環境ボラン

ティア団体数及び登録人数 

１３団体 

（４８２人） 

１５団体 

（７００人） 
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＜取り組み① 環境教育・学習の推進＞ 

■主要事業  

1） ＥＳＤを念頭に置いた、あらゆる世代への環境学習の推進 

 豊かな経験や専門的知識を持った市民、ＮＰＯ法人、ボランティア団体等と協働して学校における

学習プログラムや環境に関する生涯学習講座、出前講座など、あらゆる世代を対象に環境学習の機会

を提供することとしています。令和５年度は前年度に引き続き、すべての市内小中義務教育学校にお

いて学習プログラムを実施しました。一方で生涯学習講座においては開催実績がないことから、次年

度以降の実施プログラム等について引き続き検討していきます。 

 

※現時点では生涯学習センターでの単独講座としての開催回数を目標値として掲げています。令和６

年度より環境に関する生涯学習講座を開催することとしています。 

 

２）環境イベント等の継続実施 

「うしくみらいエコフェスタ」や「牛久沼うなぎ放流体験・自然観察会」、「小野川探検隊」などの

体験型環境イベントは、幅広い世代が楽しみながら環境意識を高められる機会です。 

令和５年度において、「小野川探検隊」は具体的な事業内容の再検討を行ったこと等により中止と

なりましたが、「牛久沼うなぎ放流体験・自然観察会」は久しぶりに開催されました。また「うしく

みらいエコフェスタ」には環境分野の市民団体を含む、関係団体の協力のもと開催され、小中学生を

はじめ、多くの方にご来場いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

市内小中義務教育学校における学

習プログラムの実施学校数の割合 
１００％ １００％ 

環境に関する生涯学習講座の開催

回数 
０回／年 １回／年 以上※ 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

うしくみらいエコフェスタ来場者

数 
１１，８３７人 継続実施 
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＜取り組み② 環境保全活動の連携・活性化＞ 

■主要事業  

活動団体への支援、ボランティア育成 

「牛久市ボランティア・市民活動センター」に、環境ボランティアに関する情報などを提供しま

す。また、環境保全活動について、より多くの人が参加しやすいよう実施方法を検討し、環境ボラン

ティアの参加人口を拡大するとともに、専門的知識や豊かな経験を持つ団体等と連携し、環境リーダ

ーとなる人材を育成するための学習機会を提供します。 

 環境ボランティア育成講座においては開催実績がないことから、次年度以降の実施プログラム等に

ついて引き続き検討していきます。 

 

 

 

 

＜取り組み③ 情報の発信・共有・交流＞ 

■主要事業  

1）市ホームページや広報紙などを活用した、より広域を対象にした情報発信 

市ホームページや広報紙、かっぱメール（牛久市メールマガジン）、Facebookや X（旧・Twitter）

などのＳＮＳ、コミュニティＦＭ等を活用し、より広い地域を対象として環境に関する情報や本市の

豊かな自然環境等の魅力を積極的に発信します。 

かっぱメールにおける環境関連情報を配信するカテゴリの登録者数は、計画策定時（２０２０年

度）の 27,936人と比較すると 30,700人となり、着実に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

環境ボランティア育成講座の開催 ０回／年 １回／年以上 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

かっぱメールにおける環境関連配

信カテゴリの登録者数 
３０，７００人 ３５，０００人 
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2）市民や事業者との情報・意見交換の活性化 

地球温暖化対策やごみ問題など環境に関するテーマで出前講座を実施し情報発信を行うほか、小学

校区単位でのタウンミーティングなどを通じて意見交換を行っています。 

当市の環境イベントである「うしくみらいエコフェスタ」には、実行委員会を中心に、行政と事業

者、ボランティア団体等の協働により開催し、多くの方にご来場・ご参加いただきました。 

 

【参考：牛久市行政情報出前講座「知って学んで！おしえ隊」の環境に関する講座の実施状況】 

講座名（担当課） 
令和４年度開催回数 

（延べ受講人数） 

令和５年度開催回数 

（延べ受講人数） 

ごみ減量プロジェクト～ごみダイエット、ごみ

を減らすために何が必要か～（廃棄物対策課） 

１回 

（１５人） 
－ 

ルールを守ってきれな街を！～ごみの分け方・

出し方～（廃棄物対策課） 

１回 

（５８人） 
－ 

古紙はどこいく？（廃棄物対策課） 
１回 

（５０人） 
－ 

ＳＴＯＰ！地球温暖化（環境政策課） 
１回 

（４０人） 

３回 

（１２１人） 

下水道ができるまで（下水道課） － 
２回 

（５７人） 

※「－」は当該講座への申込がなかったことを示す。 

 

 

 

◆市民・事業者の取り組み 

市民の主な取り組み 事業者の主な取り組み 

環境問題に関心を持ち、出前講座やタウンミー

ティングなどの行事に参加する。 

環境問題に関心を持ち、出前講座やセミナーな

どに参加する。 

市のホームページや広報紙だけでなく、

Facebookや X（旧・Twitter）なども活用し、

情報収集を行う。 

市のホームページや広報紙だけでなく、

Facebookや X（旧・Twitter）なども活用し、

情報収集を行う。 

環境に関する生涯学習講座を受講する。 企業内の環境学習（研修）を実施する。 

環境に関するイベントなどに積極的に参加す

る。 

環境に関するイベントなどに積極的に参加す

る。 

地域の環境保全活動などのボランティア活動に

積極的に参加する。 

地域の環境保全活動などのボランティア活動に

積極的に参加する。 
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基本目標２ 生物多様性と豊かな自然を守り育てるまち 

 

 

 

 

◆取り組みの方向性 

市民、ＮＰＯ法人、ボランティア団体、事業者といった様々な主体と協働しながら、生物多様性の

重要性について情報発信を積極的に行うとともに、生態系に脅威をもたらし、農産物の収穫量減少や

生活環境の悪化を招くおそれのある外来種をはじめとする有害生物に関する情報等を周知するための

マニュアルを作成します。 

また、農地の集約や農業者支援を通じて耕作放棄地を解消し農業振興を図るほか、増加傾向にある

未整備の森林について対策を検討したり、防災機能や観光資源といった多面的な役割を持った緑地や

公園の整備を進めるなどの取り組みを実施し、里山をはじめとする豊かな自然環境の保全及び創出に

努めます。 

 

◆ 目標とする指標 

 

 

「生物多様性を保全する取り組みを行っている市民の割合」については、令和３年度から市民満足

度調査で新規質問項目である「生物多様性を保全する取り組みを行っている」に「はい」と回答した

割合となっています。目標値に対して現状値はまだまだ低い状況です。 

フクロウが繁殖活動を行っている箇所数は現状を維持できるよう、引き続き自然環境の保全に努め

ていきます。 

緑地・農地の保全・指定の面積については、計画策定時と比較して減少しており、また耕作放棄地

面積は大幅に増えています。目標値に向けて緑地・農地の保全・指定の面積を増やし、耕作放棄地を

減らす取り組みが必要となります。 

  

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

生物多様性を保全する取り組みを

行っている市民の割合 
１４．８％ ６０％ 

フクロウが繁殖活動を行っている

箇所数 
４か所 ４か所 

緑地・農地の保全・指定の面積 １，１１９．２３ｈａ １，１３１．０ｈａ 

耕作放棄地面積 ４３９ｈａ ２０９．５ｈａ以下 
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＜取り組み① 生物多様性の保全＞ 

■主要事業  

１）生物のすみかとなる豊かなみどりの確保 

既存の林を活かして市民の憩いの場とする「市民の森」及び樹林地や草地等の優れた自然環境を保

全する「みどりの保全区」について、土地所有者の理解及び協力を得ながら適正な維持管理を行いま

す。なお、市民の森にあっては、令和４年度中に１カ所指定解除となりました。 

また、小野川や稲荷川等の河川沿いにおける谷津田や豊かな斜面林について、貴重な自然資源とし

て一体化して保全に努めます。 

さらに、絶滅の恐れがある野生生物について、ＮＰＯ法人と協働して調査・モニタリングを実施

し、牛久市レッドデータブックにおいて広く市民に周知します。 

 

 

２）外来種や有害生物に関する情報提供及び対策の実施 

外来種に関する情報収集や「入れない・捨てない・拡げない」という外来種被害予防三原則の啓発

を行います。また、生態系に脅威を与えたり農産物や生活環境に被害を及ぼしたりする可能性のあ

る、外来種をはじめとする有害生物について、対策マニュアルを策定します。 

 

 

※牛久市ホームページにおいて、外来生物の情報を発信しています。 

【ホームページの一例】 

       

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

「市民の森」の指定数 １か所 ２か所 

「みどりの保全区」の指定数 ２か所 ２か所 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

有害生物対策マニュアルの策定 未策定 策定 
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３）自然観察・体験の機会提供 

「牛久自然観察の森」を利用した体験型の環境学習などを実施し、人々が自然にふれあい、自然を

学ぶ機会を提供します。また、身近な里山の自然に触れることができる、親水公園などの水辺や「い

ばらきヘルスロード」の適正な維持管理を行い、利用を促進します。 

牛久自然観察の森におけるイベントの開催数については、計画策定時（２０２０年度）の２７回を

超え目標を上回る数値となっています。 

 

※ヘルスロードの利用人数については、実数の把握が難しいことから、ヘルスロードステーションに

設置しているヘルスロードマップの配布数を利用人数とみなしています。 

 

 

＜取り組み② 森林・農地の保全と活用＞ 

■主要事業  

１）平地林や斜面林等の樹林地の保全 

地域から依頼を受けて行う、植林や下刈り等の森林の機能を高める造林活動に対して支援を行い、

市民と協働した里山の整備を進めます。また、「牛久市森林整備計画」に基づき、地域住民の理解と

協力を得つつ、県や関連団体と連携しながら民有林の適切な森林整備及び保全を推進します。 

 

 

２）農地の利活用に向けた情報提供や支援 

市が出資している農業法人「うしくグリーンファーム株式会社」における資源作物等の栽培や、茨

城県農地中間管理機構と連携した農地集積事業を通じ、耕作放棄地の削減を進めます。また、意欲の

ある認定農業者や今後認定を受けようとする農業者に対する支援を行い、若手農業者の確保・育成を

図ります。 

さらに、「うしくブランド」の農産物のＰＲや特産品の開発、農産物オーナー制度の推進により本

市の農産物の魅力向上を図ります。 

農地貸付件数、農産物オーナー数については計画策定時より減少している傾向が見られます。引き

続き、意欲ある農業者等への支援を強化していく必要があります。 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

牛久自然観察の森におけるイベン

トの開催数 

４３回／年 

（参加者：延べ３８４人） 
３６回／年 

ヘルスロード利用人数 １，２０４人※ １，５００人 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

ボランティア活動が行われている

平地林の箇所数 
４か所 ４か所 
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＜取り組み③ まちなかの緑の整備＞ 

■主要事業  

1）既存公園や緑地の整備及び適正管理 

既存の公園や緑地について改修や更新などの維持管理を適正に行い、長寿命化を図ります。 

都市計画マスタープランに基づき、雨水対策となる調整池機能を持った公園や緑地の整備を推進す

るとともに、牛久運動公園をはじめとする大規模公園について、地域活性化の拠点となるような整備

を検討します。 

 

 

2）市民主体の緑化活動への支援 

公園里親制度をはじめとした、市民主体の緑化活動を継続して支援するとともに、その活動につい

て市民に広く周知します。 

 

 

  

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

認定農業者数（広域認定農業者含

む） 
１０５人 １００人 

認定新規就農者数 ９人 １０人 

農地貸付件数 １６９件 ６００件 

農産物オーナー数 １８５人 ２５０人 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

公園・緑地・街路樹の維持管理 
街路９９路線 

公園・緑地２５１か所 
実施 

調整池機能を持った公園や緑地の

整備面積 
１９．２ｈａ ２０．０ｈａ 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

公園里親活動が実施されている公

園数 
４１か所 ４２か所 
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◆市民・事業者の取り組み 

市民の主な取り組み 事業者の主な取り組み 

自然観察会などの参加を通じ、地域の自然につ

いて学ぶ。 

事業実施において自然環境や生物多様性に配慮

する。 

地域の緑化活動や里山の保全活動に参加する。 地域の緑化活動や里山の保全活動に参加する。 

土地所有者は農地、山林を良好な状態に保てる

ように努める。 

外来動植物の発見時の連絡や駆除に協力する。 

外来動植物の発見時の連絡や駆除に協力する。 地元産の農作物の積極使用と消費者への購買意

識高揚に向けたアピールを行い、地域の農業を

応援する。 

地元産の農産物の購入を心掛け、地域の農業を

応援する。 

事業所の敷地内緑化に取り組む。 

家庭での樹木や花の植栽などの緑化に取り組

む。 
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基本目標３ ゼロカーボンシティー（脱炭素社会）を目指すまち 

 

 

 

 

◆取り組みの方向性 

２０５０年までに地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボン

シティ」を実現させるためには、市民・事業者・市（行政）がそれぞれの立場で積極的に省エネルギ

ー化を推進し、再生可能エネルギーを利活用することが重要です。 

市(行政)は、事務事業の実施において排出される温室効果ガスの排出量を削減するための取り組み

を示した「うしくエコオフィス行動計画」に基づき、ごみの削減及びリサイクルの推進、節電といっ

た日常的な環境配慮行動の徹底をはじめとして、高効率型設備の導入によるエネルギー使用量の削

減、生物由来のバイオマスや太陽光といった再生可能エネルギーの利活用に引き続き積極的に取り組

みます。 

市民や事業者に対しては、脱炭素社会の実現に向けた行動変容・ライフスタイル転換を促すための

新しい国民運動「デコ活」に関する情報発信や啓発を市ホームページや出前講座などを通じて行うと

ともに、市民に対する蓄電システム等の住宅用環境配慮型設備の設置補助や事業者に対する省エネル

ギー診断受診補助などを実施します。 

またマイカー等での移動に伴う温室効果ガスの排出量を削減するため、都市機能を集約し、公共交

通の利便性を高めます。 

 

 

◆ 目標とする指標 

 

 

 

 

 

 

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

市全体の温室効果ガス排出量 
５５６．６千ｔ－CO2 

（２０２１年度） 

３４２．０千ｔ－CO2 

（２０３０年度） 

省エネルギー化や再生可能エネル

ギー利用に関する取り組みを行っ

ている市民の割合 

６３％ ９０％ 

市民における公共交通の満足度 ２８％ ５０％以上 
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「ゼロカーボンシティ」の実現にはすべての主体が脱炭素の取り組みの必要性を理解し、やるべき

ことを確実に実践することが重要です。 

市民満足度調査における省エネルギー化や再生可能エネルギー利用に関する取り組みを行っている

市民の割合は、調査開始以降ほぼ横ばいとなっています。ハード面での取り組みだけでなく、日常生

活においてできる取り組みにも脱炭素の効果は十分にあるということを、出前講座や生涯学習講座の

実施等を通じて情報提供していきます。また、市民における公共交通の満足度も同様にほぼ横ばいと

なっており、これまでのコミュニティバス「かっぱ号」やオンデマンド乗合タクシー「うしタク」に

加え、２０２５年から始まる地域連携公共ライドシェア（デジタルを活用した自家用有償旅客運送サ

ービス）を広く普及させ、公共交通に対する満足度向上につなげていきます。 
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＜取り組み① 省エネルギー対策の推進＞ 

■主要事業  

１）市民や事業者に対する省エネルギー意識の向上と実践行動への支援 

市民や事業者向けに省エネルギー講習会を実施し、省エネルギー行動の必要性や具体的な取り組み

方などを分かりやすく伝えます。 

エネルギー使用量の削減につながる高効率型の住宅用環境配慮型設備の設置に対する補助を実施し

ます。 

市民アンケートを実施し、家庭における省エネルギー行動の取り組み状況や市（行政）に対するニ

ーズを把握し、市の施策へ反映させるとともに、必要に応じて国や県などへ働きかけを行います。 

事業者の省エネルギー化を効果的に進めるため、省エネルギー診断受診事業所への補助を行いま

す。 

 

※エネファーム設置補助については、令和３年度より年間の補助上限件数を１０件としています。 

 

 

２）市（行政）の省エネルギー化に向けた率先行動の実施 

「うしくエコオフィス行動計画」に基づき、ごみの削減やリサイクルの推進、空調機器や照明など

の適正な使用による節電といった環境配慮行動を徹底するとともに、公共施設における高効率型や再

生可能エネルギー使用の機器及び設備の導入を推進します。 

 

※目標値については、計画策定時（令和３年度）における温室効果ガス排出量の計算方法により算出

したものとなっています。その後、温室効果ガスの計算方法は変わっており、現状値と同じ計算方法

により目標値を再計算すると、基準年度の排出量が２８，３５６t-CO2／年となり、その１８．７％削

減した排出量（目標値）は、２３，０５３t-CO2以下／年となります。この値と比較すると現状値は

「目標を達成している」ということができます。  

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

省エネルギー講習会実施回数 ３回／年 ２回／年 

エネファーム設置補助件数 １０件※ 継続実施 

いばらきエコチャレンジ参加世帯

数 
２７９世帯 ２５０世帯 

省エネルギー診断受診事業所数 １事業所／年 ５事業所／年 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

市が行う事務事業によって排出さ

れる温室効果ガスの総排出量 
２１，８９４t-CO2／年 １６，３５６t-CO2以下／年※ 
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＜取り組み② 再生可能エネルギーの活用促進＞ 

■主要事業  

１）再生可能エネルギーの地産地消と利用拡大の推進 

「牛久市バイオマスタウン構想」に基づき、市内の小中義務教育学校や保育園、一般家庭、事業所

のみならず近隣市町村から使用済の食用油を回収し、車両燃料や発電機の燃料として使用できるバイ

オディーゼル燃料（以下、「ＢＤＦ」とします。）に、また間伐材や建築端材等の使用できない木材を

空調設備やペレットストーブの燃料として使用できる木質ペレットにそれぞれ再生し、利用します。 

市役所の事務事業において必要となる物品やサービスについて、引き続き環境に配慮したものを積

極的に購入するとともに、環境配慮契約法に基づき、価格に加えて環境性能も含めて総合的に評価し

購入すべきとされている電力の供給等の契約に関し、仕組みづくりを進めていきます。 

 

 

２）再生可能エネルギー利用設備の普及促進 

太陽光発電と連携した住宅用蓄電システム設備設置に対し、引き続き補助金交付を行います。 

また、公共施設における太陽光発電設備や木質ペレットを使用する空調機器及びペレットストー

ブ、ＢＤＦを燃料とする公用車や発電機といった再生可能エネルギー利用設備の適正な運用を継続

し、その利用状況や効果について市民や事業者に広く情報提供し、普及促進を図ります。 

 

 

 

  

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

ＢＤＦ製造量 ３７，９００ℓ／年 １２０,０００ℓ／年 

木質ペレット製造量 １２３．６ｔ／年 １２０．０ｔ／年 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

住宅用蓄電システムの補助件数 ４９件／年 ３０件／年 
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＜取り組み③ 地球に優しいまちづくりの推進＞ 

■主要事業  

１）脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動「デコ活」の実践 

２０５０年カーボンニュートラル及び２０３０年度削減目標の実現に向けて、行動変容、ライフス

タイル変革を促し、脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動「デコ活」の実践を推進さ

せるため、市ホームページ等を通じ分かりやすい情報発信に努めます。また、環境負荷の軽減に向け

た取り組みを実施する事業者を「エコ・ショップ」として認定し、広く周知します。 

 

 

２）都市機能の集約と公共交通機関の利便性向上 

都市機能を集約化するとともに、複数の交通機関とのスムーズな乗り継ぎの検討や新技術の実証実

験などを通じて安心・安全に移動できる公共交通を構築し、環境に優しく、しかも全ての人にとって

便利で暮らしやすいまちづくりを進めます。 

 

 

 

  

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

エコ・ショップ認定店舗数 ２０店舗 ３０店舗 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

コミュニティバスかっぱ号の利用

人数 
２８５，９２２人／年 ３００,０００人／年 

うしタクの利用人数 ９，３５４人／年 ９,６００人／年 
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◆市民・事業者の取り組み 

市民の主な取り組み 事業者の主な取り組み 

講習会などを通じて省エネルギーに関する知識

を高める。 

講習会などを通じて省エネルギーに関する知識

を高める。 

うちエコ診断等のエネルギーを「見える化」で

きるサービスを積極的に利用し、日常生活にお

いて今すぐできる省エネルギーの取り組みにつ

いて情報を集め、積極的に実践する。 

日常的にエネルギーの使用状況を適切に管理す

る。省エネルギー診断制度を利用し、機器の運

用の最適化や機器更新のアドバイスを受ける。 

物品やサービスを購入する際は、省エネルギー

性能の高いものや環境に配慮したものを積極的

に選択する。 

エネルギー機器やオフィス家電等の新規購入や

更新時には環境負荷の少ないものを積極的に選

択する。 

住宅の新築・改修時に省エネルギー性能を高め

る。 

社屋等の新築・改修時に省エネルギー性能を高

める。 

マイカー利用を控え、公共交通機関や自転車等

を積極的に利用する「エコ通勤」を実践する。

また運転するときはエコドライブを徹底する。 

エコ通勤を推奨し、事業活動におけるエコドラ

イブの実践を徹底させる。 

再生可能エネルギー設備（太陽光発電、蓄電シ

ステム等）の導入について検討する。 

再生可能エネルギー設備（太陽光発電、蓄電シ

ステム等）の導入について検討する。 

環境に配慮した電力購入を検討する。 RE100※をめざし、環境に配慮した電力購入を検

討する。 

※RE100…事業運営に必要なエネルギーを再生可能エネル

ギー100%で賄うこと。 

いばらきエコチャレンジへの参加を検討する。 茨城エコ事業所※への登録を検討する。 

※茨城エコ事業所…事業者にとって取り組みやすい環境

マネジメントシステムとして茨城県が実施する制度 
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基本目標４ 無駄なく資源が循環する美しいまち 

 

 

 

 

◆取り組みの方向性 

家庭系ごみの約８０％及び事業系ごみの約９５％を占める可燃ごみについて、ごみの発生そのもの

を抑制するため、食べられるのに廃棄されてしまう「食品ロス」への対策を実施するとともに、やむ

を得ず発生するごみについても、生ごみの水切りや堆肥化による減量化、あるいは分別の徹底による

資源化を図るべく、分かりやすい情報発信に努めます。 

また福祉的観点から、日常生活において介助や介護を必要とする高齢者や障がい者の方を対象とし

た個別収集制度「牛久市家庭ごみのふれあい訪問収集」も継続して実施します。 

 

◆ 目標とする指標 

 

私たちは生活することで、多くのごみを発生させています。ごみの処理には多くの経費がかかるだ

けでなく、環境に大きな負荷を与えています。市民１人１日当たりの家庭系ごみ排出量と１日当たり

の事業系ごみ排出量については、計画策定時（２０２０年度）と比較して減少していますが、資源化

率についても減少しています。資源化率を向上させるための回収方法の検討も必要であるとともに、

資源化の前提であるごみの分別の徹底が欠かせません。 

 

  

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

市民 1 人 1 日当たりの家庭系ごみ

排出量 
６５９．０g/人日 ６８７．５g/人日 

1日当たりの事業系ごみ排出量 

（市民 1人 1日当たりの換算値） 

１５．６１t/日 

（１８５．６g/人日） 

１６．２t/日 

（１８８．８g/人日） 

資源化率（再生利用率） １５．６％ ２０．７％以上 
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＜取り組み① ４Rの推進＞ 

■主要事業  

１）家庭ごみ減量の推進 

ごみの減量化や資源化につながる取り組みの提案等について、ホームページや広報紙、パンフレッ

トだけでなく、X（旧・Twitter）や Facebook等のＳＮＳをはじめとする様々な手段を活用し、分か

りやすい内容で周知・啓発を行います。また、あらゆる世代に対し、ごみに対する意識向上を図るた

め、牛久クリーンセンターへの見学受入をはじめ環境学習講座や出前講座を実施します。 

さらに、食品ロスの削減に向け、県と連携しながら計画的な買い物や食べ残し削減についての啓発

を行うほか、フードバンク（各家庭で余っている食品を、必要とする人々に寄付する活動）を支援し

ます（現在牛久市内１９か所〔民間事業所含む〕に「きずなＢＯＸ」を設置）。 

 

 

２）事業系ごみの排出管理及び事業者との協働 

事業系ごみの排出内容について調査を実施し、減量化が可能なごみに対して重点的に対策を講じま

す。また、多量排出事業者に対し、減量化計画・実績報告の作成指導を行います。また、事業者に対

し、食べきりの促進に関する取り組みを行う「いばらき食べきり協力店」への積極的な参加を促し、

食品ロスの削減に取り組みます。 

 

 

３）地域における環境活動の支援 

地域で環境美化活動を行う個人や団体について表彰し、その功績を市民に広く周知することで、よ

り多くの市民参加につなげていきます。 

 

 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

家庭系ごみにおける生ごみの比率 令和６年度調査予定 ３８．５９％ 

可燃ごみにおける資源化できる紙

類の混入量  
令和６年度調査予定 １,５５０t／年以下 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

事業系ごみ排出実態調査回数 ０回／年 ２回／年 

いばらき食べきり協力店参加店舗

数 
２店舗 １０店舗 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

環境美化活動を行う個人や団体へ

の表彰 
０件／年 １件／年 
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＜取り組み② 資源循環の推進＞ 

■主要事業  

１）市民、事業者及び国、県との連携強化 

生ごみ処理容器・機器を購入・修繕する世帯への補助や子ども会・行政区のリサイクル事業への補

助を継続実施し、市民の取り組みを支援します。また、事業者と連携して資源物回収の拠点を増や

し、リサイクルしやすい環境づくりに努めます。 

さらに、国や県が実施する技術的・財政的支援を活用し連携を取りながら、地域住民の生活に密着

した循環システムの構築を図ります。 

 

 

２）資源化率を向上させる回収方法の検討 

ごみの資源化を推進するための情報発信や啓発活動を継続するとともに、白色のトレイ・白色発泡

スチロールのみならず、色付きのトレイ・発泡スチロールの回収についても検討し、資源化量の増加

に努めます。 

 

 

３）不法投棄対策の強化 

警察署と連携を取りながら監視活動を継続して実施し、早期発見・早期対応に努めます。また、環

境美化活動の実施を通じて市民の不法投棄防止に対する意識を高めます。 

 

 

  

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

生ごみ処理容器・機器の購入及び

修繕に対する補助件数 
７１基／年 ６５基／年 

リサイクル回収の活動団体数 ６３団体 ７３団体 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

プラスチックごみの資源化量 ８ｔ／年 １５ｔ／年 

進捗管理目標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

不法投棄件数 ２７８件 １００件以下 

環境美化活動参加者数 ２３，９１４人 ２７，０００人 
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◆市民・事業者の取り組み 

市民の主な取り組み 事業者の主な取り組み 

食品ロスを出さない調理を心がける。 食品ロスを出さない調理やメニューの提供、食

品のばら売りや量り売りに取り組む。 

食材は計画的に購入し、どうしても余る食材に

ついてはフードバンクに提供する。またやむを

得ずごみとするものについては、生ごみの水切

りや分別を徹底する。 

エコ・ショップへの認定やいばらき食べきり協

力店への参加を検討する。 

エコ・ショップやいばらき食べきり協力店を積

極的に利用する。 

商品の簡易包装に努め、使用する原材料を再生

可能なものに切り替える 

マイバッグ持参、マイ箸、マイカップなど繰り

返し使えるものを使う。 

生産・事業活動において原材料やサービスなど

を調達する際には、優先的に環境負荷の小さい

ものを選択する。 

過剰包装商品を避け、詰め替え商品やエコマー

クの付いた商品など、環境に配慮した商品を選

ぶ。 

ペーパーレス化などにより、資源の消費を抑え

る。 

資源物回収に協力する。 資源物回収に協力する。 

地域の美化活動に積極的に参加する。 地域の美化活動に積極的に参加する。 

 

※エコ・ショップステッカー 
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基本目標５ 笑顔あふれる安全で快適に暮らせるまち 

 

 

 

 

◆取り組みの方向性 

市民の生活環境及び事業所の事業活動基盤を良好に維持するため、大気や水質について引き続き定

期的な調査を行い、分かりやすく調査結果を公表するとともに、水を汚さない工夫などについて啓発

を行います。騒音・振動・悪臭・土壌汚染については、定期的に調査を実施し、必要な場合は指導を

実施します。 

動物の飼育については、飼育ルールやマナーについて啓発に取り組むとともに、犬の飼育者に対し

登録や狂犬病予防接種は飼育者の義務であることを周知徹底します。 

放射性物質については追加被ばく線量年間１ｍＳｖ以下を維持するとともに、継続的な測定を実施

し、その結果について分かりやすく公表します。 

 

◆ 目標とする指標 

 

騒音・振動・悪臭に関する相談件数は計画策定時２６件／年から大幅に減少しています。また、狂

犬病の予防注射接種率については令和４年度に集合注射を再開したこともあり、接種率が増加してい

ます。 

追加被ばく量については、年間１ｍＳｖ以下を継続しています。 

指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

市内河川のＢＯＤ７５％値の環境

基準達成 

（小野川 2mg/l 稲荷川 3mg/l 以下） 

小野川 3.2mg/ℓ（未達成） 

稲荷川 1.4mg/ℓ（達成） 

（県環境白書による）） 

環境基準達成 

牛久沼水質保全計画における牛久

沼湖心のＣＯＤの水質目標達成 

(第 4期目標値 

75%値 7.5mg/l 年平均値 6.7mg/l) 

目標未達成 

ＣＯＤ年平均値 9.0mg/ℓ 

ＣＯＤ75％値 10.0mg/ℓ 

(県環境白書による) 

目標値達成 

霞ヶ浦に係る湖沼保全計画の水質

目標達成（全水域平均のＣＯＤ） 

(第 7期目標値 7.4mg/l)  

目標未達成 

ＣＯＤ年平均値 7.8mg/ℓ 

（県環境白書による） 

目標値達成 

騒音・振動・悪臭に関する相談件

数 
９件／年（騒音相談のみ） ０件／年 

狂犬病の予防注射接種率 ７５．５％ ７７．０％ 

追加被ばく線量 年間１ｍＳｖ以下 年間１ｍＳｖ以下 
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＜取り組み① 安全安心な大気及び水環境の維持＞ 

■主要事業  

１）大気汚染による健康被害の防止に向けた監視・指導等の実施及び市民への情報発信 

茨城県が実施する、主要幹線道路等の大気汚染状況の調査結果を把握するとともに、自動車排出ガ

ス対策として道路整備を進め、渋滞緩和を図ります。 

また、牛久クリーンセンターの煙突から排出されるガス等の測定を引き続き実施し、法に基づく基

準より厳しい値である、地元行政区との協定において設定した規制値以下を維持します。 

 

 

 

２）排水対策の実施 

下水道未整備地域（２０２２（令和４）年度末の下水道普及率８８．２％）における高度処理型

（窒素・りん除去型）合併処理浄化槽の整備を推進します。 

また、市内の主な工場や事業所と公害防止協定を締結し、市（行政）が主体となって排出水の水質

測定を実施し、未達成項目がある事業者に対して指導を行います。 

さらに、化学肥料や農薬の投入を低減し、水質汚濁等の環境への負荷を可能な限り減らしていく環

境保全型農業を支援します。 

 

 

  

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

都市計画道路の整備率 ７４．８％ ７８．０％ 

牛久クリーンセンターにおける排

ガス規制値以下の達成 
達成 達成 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

公害防止協定締結事業者に対する

指導件数 
６件 ０件 

高度処理型合併処理浄化槽設置補

助件数 
３８基／年 ４０基／年 

環境保全型農業を行う生産者（エ

コファーマー）認定数 
４０人 ６１人 
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３）騒音、振動、悪臭、土壌汚染等に関する情報収集及び発生源に対する指導の実施 

自動車騒音、振動、交通量について定期的な調査を継続実施するとともに、市民や事業者が環境に

配慮した運転を行うべく、エコドライブについて啓発を行います。また、建設工事として行われる作

業のうち、著しい騒音又は振動を発生する特定建設作業について、適正な監視・指導を行います。 

さらに、関係機関と連携し、土壌汚染について情報収集及び調査を実施します。 

 

 

※令和５年度の実施地点 

 

 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

自動車騒音の環境基準達成 

（８調査地点） 

未達成 

（２地点／８地点） 
達成 

自動車騒音の要請限度達成 

（８調査地点） 

未達成 

（１地点／８地点） 
達成 

自動車振動の要請限度達成 

（８調査地点） 
達成 達成 

特定建設作業に対する指導件数 ０件／年 ０件／年 

① 
市道 21 号線 

ひたち野うしく駅東入口北側交差点 

② 
学園西大道り 

東京電力㈱牛久北部変電所前 

③ 
主要地方道土浦稲敷線 

阿見町との境界付近 

④ 
主要地方道野田牛久線 

田宮西近隣公園東交差点付近 

⑤ 
県道貝塚中根線 

ヨークベニマル前 

⑥ 
市道 22 号線 

牛久市役所入口交差点付近 

⑦ 
国道 6 号線 

（有）ナカジマ商事駐車場前 

⑧ 
国道 408 号線 

旧ミツワクリーニング商会前 
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４）ペットの適正飼育への支援及びルールやマナーについての啓発 

市ホームページや広報紙の他、Facebookや X（旧・Twitter）などのＳＮＳも活用し、飼い犬の登

録や狂犬病の予防接種などの義務について周知するほか、ペットの飼育のルール・マナーの順守につ

いて継続した啓発を行います。また、犬及び猫の去勢または不妊手術費用の一部を助成することによ

り、無秩序な繁殖による近隣への被害及び迷惑を未然に防ぎます。 

 

 

 

５）放射性物質による環境汚染の防止に向けた測定活動の継続実施と情報発信 

定点測定や公共用水域の測定、食品測定を継続して実施し、その結果について分かりやすく情報提

供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

広報紙、Facebook、X（旧・

Twitter）への動物飼育のルール

やマナーに関する記事の掲載回数 

１２回／年 継続実施 

去勢・不妊手術費用の助成件数 ３２８件／年 継続実施 

進捗管理指標 現状値（令和５年度実績） 目標値（令和８年度） 

定点測定の実施 市内６１箇所／年 継続実施 

食品の放射能検査の実施 ８１件／年 継続実施 



30 

 

◆市民・事業者の取り組み 

市民の主な取り組み 事業者の主な取り組み 

日常生活において、食べ残しなどをそのまま排

水口に直接流さない、洗剤を必要以上に使用し

ないなどの対策を実施する。 

法令等を守り、適切な施設管理を行い、大気、

水質、土壌の汚染を防止する。 

騒音・振動・悪臭等による近隣への影響を発生

させないよう心掛ける。 

設備改修や新規導入の際には、環境負荷の少な

いものを積極的に取り入れる。 

エコドライブを実践し、大気汚染の原因となる

自動車からの排気ガスをできるだけ抑制する。 

事業活動における騒音・振動の低減及び悪臭発

生防止に努める。 

犬の飼育者は、義務である犬の登録や狂犬病の

予防接種などを行う。 

市や県が実施する調査に協力する。 

動物の飼い主は、責任を持って飼育のルール・

マナーを守り、終生にわたり飼育する。 

エコドライブを事業所全体で実践し、大気汚染

の原因となる自動車からの排気ガスをできるだ

け抑制する。 

化学物質や放射性物質に関する正しい知識を身

につける。 
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